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乳幼児健康診査事後管理の連けいに関する研究

その 4 昭和56年パイロット町における事後管理の

伊藤玲子＊ 石 塚

秋田県福祉保健部公衆術生課

I はじめに

昨年，本研究事業開始に叫り，角館町，大点町，神岡

町の 3町をパイロット地区とし，乳幼児健診とその後の

実態を凋肖することとした．その 2年目の状況について

報告する．

なお， 3町の特徴や，ふ巽につしヽては，

のとおりで，また， 56年の上はる母f人口動態，乳幼児

健，彦計画，実施状況等も昨奸と 1「IJ様で，かつ， 3町いず

れも大凡かなし‘•

rr 調査方法

健診は， 3町の56il摩し幼児健診叶II月に），しついて行った

か，叩閏回数，従屯者状況的は，1l'ト年とほゞ同様てある．

健診と事後菅囲の連けいを目的に，乳幼児促診の直後

の実態とし(_~, 11)乳児， 1歳 6か月児， 3歳児健診紅つ

いて， 56年の現状と， W戸1に続き 54,55任のその後の状

況，（2）チェyク児の事絞管f9FO)閃連機閲Iょらひにその氾

跡方法について謁百した．

m 調査結果

A. 56年の健診状況

ll'似卜と同様， 3町は，それそれ胃びる四帥か担当し，

健診のニュアンスも沿巽はあるか，まとめの＿卜からは，

あまり大きい問題はないと思われる．

なお，問題別の実態把化の便を名え，極めて1皿埋てあ

るか，昨年と同様に，先天性及ひその疑，粘神・行動発

達に関するもの，感染症，皮府疾患，発育・栄i，；；い）他

一般疾患の 5分類とした．

1乳児：受診 579名（受診率 92896)のうち，健診

峠点のチエック児は 185名 (32096) （疾病数 203件）

である．この児の56年l2月」での間に問題解央645乙（

1矢燎機閲で冶癒確認，その後の健診で閂題なし），現在

＊秋田虹術生村学研究所

冶療又は経過観察中13.3%（主として先天四，発育，発

辻賃と），保健婦経過観察中 12.3彩（発育，発達，その

他）てあろ．

2. 1歳 6か月児：受診数 399茎（受診率93.2%)の

うち，チェyク児80名 (20l冤） （疾／囚数88件）で， 12

月(J)時点での問頌解決 25.()宅，！台原又は経過観察中 2]6 

克（先天りし，発達，その他の疾病なと）．保健婦経過観

察中訊9勢（発辻，ことは，その他）である．

3. 3歳児：受診放 485久（受診率94.5%)のうち，

チェーノク児 l04名 (2L4形） （疾灼数 112件）て， 12月

の時、「ばの問頴解決25.9党，冶控又は経過観察叶 117 9%  ( 

化大骨，祈『神行動発辻，その他の疾砂）て，保健屈経適

観察中 24]ら（ことは，行動発達，発育，環塙tふど）と

なった．

仝休として， 3町の56年］月～12月までの合叶受診数

1,463名，受珍率93.5冗てある．その例診時点のチェノ

ク児 369名 (25、2515),疾砧数 4031りとば）た．

欽患の柾類は，佐大異常およU、その疑の者79件 (19.6

幻，佑神・行動発辻に1[lする者 121件 (300 96), I西

染症47件（1] 7 %），皮府仄患6も件 (164 ％），発育・

栄盗，その他の疾患90件 (223 ？う）てある．

その健珍時点の指ふは，粘密検珍 99愁，｛台療258 fo, 
ことは0指心 l2冗，経凸観察4843ン，保健街導 14.fi望

てある．この児詮皇） 56年 12月の状1兄ては，医僚機閏て

冶癒確忍2759a, 1欠回，その他o）健診て冶癒確認 l76克

ごあ幻，現在冶屹又1よ検否中16.4乞，保健婦による指叫

観察中18.1兌，放間 13~ 9 °t，不明 65乞とtよった． （図

1.) 

例診時，点ての街示（i胄密検珍，冶原，教育，幅ネ11等）

に対し，丈施さ仇た者は，乳児てり46冗， 1歳 6か月児

81、召化， 3歳児鯰5望て，他は次の健診て閲謡なし帷認，

お上ひ，保促婦応よる腎過観察てカハーされており，乳

児）：り 1歳 6か月児， 3歳児と1呆健揺担当の辛か多くバ

f), 3 IJJJし＼―＿_)1しも同様豆）傾1口］てある．

:l)]兄］、明は26件（乳児l5名， 1歳（］か月児 6名， 3歳
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図1. 3パイロット町の健診峙点とその後の状況（昭56)

児 5名）であるが，角館町の難聴児を除いては，将来に か月児健診からのもの23名， 3歳児健診から19名，計70

問題を残すものはないように忌われる• 名で，初回受診時チエック児の13.896濯］年支珍数の2.6

4．歯科： 1歳6が月児では， 3町あわせて受，多数381 兌となる． （図 2.)

名（受診率89.0彩）のうら，むし歯保有者65名(1719]), 70名の状況は，先天異常25名 (357形），精神行動発

むし歯以外の歯科疾患19名（ 4.9%) （不正咬合18名， 達に関連29名 (41.4%),発育，その他の疾患16名(22.9

その他 l名）であり， 3歳児では 471名 (91.8彩）に対 る）てある力ゞ，その中でし臓盃］型12名 (17.1%)か目立

し，むし1歯保有者 364名 (773彩），むし歯以外の歯i:| ／）． （図 3.)

疾患46名 (9.896) （不正咬合32名，その他14名）であ

る．

B. 54年， 55年のその後の状況

3町の54,55年 (2かいの乳児， 1歳 6か月児， 3

歳児健診の受診総数 2,685名（受診率90.4%)に対し．

初回健珍時点のチエック児は，乳児 243名 (21.396),

1歳 6か月児 125名(175 %), 3歳児 138名(16696) 

引 506名 (188％），疾症数 540件である． （歯科疾患

除く）

この児の， 55;卜12月時、点で，冶汲又い経過観察中は，

あわせて 103名 (204彩）．保健如直当 114名(225%), 

その他末解決（放置，不明）をあわせて 293名(109%) 

となった．そして．さらに 1年後（56年12月）に追跡し

てみると，乳児健診から継続しているもの28名， 1歳 6

C.事後管理の追跡の方法と関係機関

り6年チェノク児 369名，および， 54,55年より続いC

し＼る70名の、 56年12月時点の追弥方法をみると，訪問虹

221忽健診および保健相談の場を活用53.3形，電話13.7

％等が主である．後者の70名のみでみると，訪問か30%,

幼稚薗，保育所芍との連ナいらみ1>)れる． （表 1.)

また関係機I砂］をろると秋1刊大学医学邪附属詞寄4.1

％，公的病院31.4%,一般診療所14.5形，ことばの教室

5.5 %,児箪相談所，肢体不自由児施設 2.1るで，他の

42.l％ふ放置翡1も合めて保健fJ晶f旦当とばっている． 1笈
者の70名のみでみると，秋田大学医学部附属約院(11.4 

％），児童相談所，肢体不自由児施設 (5.7%)が前者

に比し，やや目立つか保健婦担当率はほヽ同しである．

〔表2.)
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図 3. 追跡児の疾病1JJ種煩

表 l．追跡の方法

ロ、5:5一年・ロロ：□-口1□-1;1.c,- 1~-1三

3パイロノト IIIJ

56作(1~12月） 1 369 | 76 ! 1 78 32 4() 

や □□□□ ／］ロ・ロ←1 ・ロ
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表 2．継続管理児の関連機関

（塁贔：凧譴）

事 項 例 数 秋田大学 公的病院 一般診療所 1ことば教室児相・肢施 保健婦

角 館 町 131 8 49 

大 森 町 106 47 

神 岡 町 78 I 11 

計 汐"‘ 315 
， 107 

(2.9) (34.0) 

8 14 54→55→56追跡児 70 (11.4) (20.0) 

合 計

※ 369名より 不町を除く

IV 考察

385 
I 

17 121 
(4.4) (31.4) 

乳幼児健診屯後管狸の連けいの実態を罰行する日的て．

3パイロット町において，昨年に続き，乳幼児健診の事

後の状況を把握した．

3町の年間健診回数は，昨年と同様で，乳児の場合．

角館町か24回，大森町 6回，神岡町 8回て，児に対する

受診機会は 3~4回である．幼児は 1歳 6か月児. 3歳

児いづれも健診回数は 7~8回又い 2~3回で，リ心の受

診機会は 1回となっており，翌診率(189.79，)~100 %で

ある．

3町の乳幼児健診状況は， 3町の間で， 9-J：施方）主，結

果に，また児の年令により，多少バラッキはあるものの．

56{「は 3町あわせて1,463名（平均受診率93.5%)の受

診児のうち， 369名 (25.2形）がチエックされ， 12月の

II-、ti点で残っている者 196名で，初回受診者(j)13.4％であ

る．

また． 54.55{「からの場合の追跡状況をみると．初回

受診合計 2,685名のうち（受診率90.4%),チエック児

506名 (18.8生）で． li'「年木い継紬か 293名(109%) 

（放置．不明含）．さらに 1年後の56年12月で70名とな

り，初回受診者の 2・6喀である．

これらの児の．主として保健婦がかかわっている者は．

年齢が進むにつれ多く．その内容け，主にことは．梢袢

行動発達．発脊．家庭環境等に問頗を持つ者で．全体の

約50形に追する．健診峙点て放置群ても．その後の保健

婦とのかかわりや期豹は決して少くしまない．

保健婦の追跡の方法は， 3町で差異があり，児の多い

角館町且，次回の健診の活用が．他の 2町（一よ訪届J，保健

婦による健康相談の場の活用か多い．
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さき 1こ，アンケート調査においてみられた保健婦の中

後管理へのかかわり方は，把握動機，追跡の方法，関係

役関との連けい等， 3ペイロソト町の実際ILおいては＼

同様の傾向がみられた．

そして，保健婦は，保健指導の技南者として、限られ

たスタッフと予算の中で，よりよい地域保健サービスへ

の努力か期待されな力らも関係機関，妹iL医師，そり）

他の専門家との直接の関連は薄く，母と児を介して，間

桜的連けいの中で努力している様jこヵゞ伺われる．

本児は，市町村人口数見からみると，人口 1万人以下が

52,2 %, 2万人以下をIJDえると78,2％で，中山氏ら 3は，

こうしたIlヽ さい町村0)乳幼児健診の特徴として．農業地

域，受診率よし，病属小児科が少い（ない），精密検

諺施設が町村叩こない．保仇婦の実諌把民料よい，など‘

をあげ，健診実施上，保健婦中心の健診スクリーニンク．

小児均門保健婦の設置，隣抗町村と連けいの共同チーム

の編成などを提案しているが．本県の乳幼児健診ならび

に事後行J里として今後の大事な検討課題と見＼われろ．

V まとめ

皐L幼児健診9jけ後管じ罰）連けいに1見］し， It詞に続古， 3

パイロット町での健診ならびに追跡状況を調査し，次の

ことがろられた．

l)乳幼児健診の初回受診のチエック児は18彩 (54,

55什） ～25 2% (56年）で， 1年後言どの5()冗が未

解決で残っており，さらに 1年後はチエック児の13.8

鬼刃診支診児'i_)2. 6冤 (54,55年 1 カゞ 残；斤吉果と

なーった．

2)チエック児の40~5096惰，何らかり^ ）『クで保吐姉と



のかかわりを持っており，特に，ことば，精神行動

発達，発育，栄養等が保健婦にゆだねられている．

3)保健婦の追跡は，訪問22.1形，健診，保健相談の

場活用53.3形，電話利用13.7%が主なものである．

4)関係機関は，秋田大学医学部附属病院 4.4形，公

的医療機関31.4%,•一般診療所14.5%, 福祉・教育

関係 7.6形であるか，事後管罪として保健婦との直

接の連けいは少い．

本研究の一部は，昭和56年＾度厄生省心身障害研究費に

よるものである．
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